
・ 法曹養成のための専門的教育機関の創設
究者と実務家 協力 協働 実 に 教育 深化

法科大学院制度の改善に関する具体的提言（概要）

法曹養成制度改革の成果法曹養成制度改革の成果

2012年7月13日 日本弁護士連合会

・ 法科大学院の乱立 → 司法試験合格率の低迷
・ 教育力の格差拡大の懸念
・ 法曹人口の急増による「就職難」
・ 少なくない経済的・時間的負担

・ 研究者と実務家の協力・協働の実現による教育の深化
・ 多様な経験・素養を持った意欲溢れる多数の新法曹の輩出

制度改革により顕在化した問題点

少なくない経済的 時間的負担

①法科大学院の統廃合と学生定員の削減

１，法令改正等による法科大学院制度の改善

・ 定員の上限・下限の設定
・ 合格率が著しく低い法科大学院を対象とした基準設定

・ 地方法科大学院 夜間法科大学院に関する特例措置

①法科大学院の統廃合と学生定員の削減

②地域適正配置と学生の多様性確保

・ 地方法科大学院，夜間法科大学院に関する特例措置

・ 法律基本科目についての文書作成指導の充実
・ 適性試験の改善
・ 未修者教育の改善と進級判定の厳格化 等

③教育の質向上のための諸施策

・ 学費の低額化，奨学金制度の充実
・ 学部早期卒業制度等の活用

④経済的・時間的負担の軽減

２ 司法試験制度の見直し

・ 短答式，論文式試験の改善
・ 合否判定についての情報開示
・ 受験回数制限を当面５年５回等に緩和
・ 予備試験の検証と制度趣旨を踏まえた運用

２，司法試験制度の見直し
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